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おいても、情報学は卒業必修科目（2 単位）であると同時に、幼稚園教諭 2 種免許状取得
のためには、「生活情報処理Ⅰ（１単位）」、「生活情報処理Ⅱ（1 単位）」の 2 科目 2 単
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 本稿では、「ICT 活用技能を持つ保育者養成」の教育として、幼児教育における ICT 教
材に焦点を当て、筆者の取り組みについて報告する。 
 





げられる 2）。一方で、幼児教育において教育面で ICT を積極活用する事例は数少ない。幼
児教育では、ICT を活用するよりも、自然と親しみ、人間関係を育む教育が重視される。
これは、文部科学省「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の方向性」
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2.2 デジタル壁面 
 新たに考案した「デジタル壁面」は、2018 年度より始めた試みである。2015 年度より毎
年継続して行っている「電子紙しばい」について、目新しさが薄れてきたことが理由の 1
















 幼児教育においての ICT 教材は何が相応しいか、その解は未だ無い。ICT 教育の取り組
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番の懸念事項が調達コストにあり、かけた費用に見合う効果が見えにくいといった報告が
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センサーを組み合わせた体験型教材には可能性がある。しかし、Kinect は 2017 年 10 月に
生産、発売元である Microsoft 社より生産停止のアナウンスがあり、将来的な活用という
点では、代替機材の検討が必要になる。このように、代替機材を模索する必要があるもの
の、これは、ICT 機材の宿命であると理解している。Kinect の代替として Web カメラを活
用する手段もあり、現在調整を進めている。 
 デジタル壁面とは別の教材提案として、日本語の 50 音に親しみ、おん（音）で遊ぶ事を
目的として AR（Augmented Reality：拡張現実）を組み合わせる教材の検討、開発も始め
ている。図 4 に示すように、50 音を示す AR マーカーを制作し、Web カメラを通して見る
と、その音に連想される物体が表示されるという物である。図４では、AR マーカーの１つ
である「は」（図 4 写真左）を Web カメラを通してみると、「は」から連想される「はち」
や「はな」（図 4 写真右）が出現するという教材である。この AR 教材は、機材として図５
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告した。2003 年、高等学校での科目「情報」が始まった 9 年後、2012 年中学校技術家庭科
において「プログラムによる計測、制御」の必修化となり、その 8 年後の 2020 年より、小
学校でのプログラミング教育の開始となる。これより更に 10 年程度先、幼児教育において
図３ Kinect センサー 
図４ AR を用いた幼児教育教材（マーカー：左と AR：右） 
図５ AR に用いる機材（パソコンおよび Web カメラ） 
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は、ICT 関連の「必須」とまでは行かなくとも、活用努力のような形で要望されるように
なっても不思議ではないと考える。現状、未だ幼稚園教育要領などで、幼児教育における









養成する保育者の ICT 教育方法力の向上、ICT 活用知識、技能の教育に一層努めていく。 
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Compulsory programing will begin in elementary school from 2020. "Information" in 
education began in 2003, with the establishment of the subject "information" at high 
school. In 2012 "measurement and control by programming" was made compulsory in 
middle school technology home economics class. Even at university, informatics is 
supposed to be a required subject for graduation. It is also a compulsory subject to 
obtain a teacher's license, and it is necessary, regardless of the faculties and 
departments to which the students belong. The author thinks that there is "NEXT" at 
elementary school now as information informatics at teacher education school, from the 
high school to junior high school to the elementary school, education on information 
has come down now. After elementary school, informatics will be introduced to early 
childhood education, even though there are only nursery schools actively utilizing ICT 
currently in education. This research explores the possibility of using ICT in education 
in early childhood education and imagines a future informatics class at a childcare 
center training school. 
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